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論文内容の要旨

本論文は，従来のランス上吹法および取鍋底吹法による溶銑の脱硫限界およびこれらの方法に使用す

る脱硫剤の脱硫力を明らかにするとともに，上記二つの方法の特長をかねそなえた新方式の気体吹き込

み環流撹祥式溶銑脱硫法の開発を目的としてなされた溶銑の脱硫に関する研究の成果をまとめたもので，

次の 7 章から構成されている。

第 1 章は序論で，本研究の目的および‘意義について述べている。

第 2 章は溶銑の炉外脱硫技術の歴史と現状についてとりまとめたもので，とくに従来の脱硫技術につ

いて大量処理，脱硫効果および設備・操業・保守の面から検討を加えた結果について述べている。

第 3 章では，ランス上吹法による溶銑の揖枠および、脱硫について実験的に検討し，溶銑の脱硫効果に

及ぼすランス位置，脱硫剤添加法，溶銑処理量および溶銑温度の影響を明らかにしている。

第 4 章では，取鍋底吹法による溶銑の揖搾および、脱硫について実験的に検討し，溶銑の脱硫効果に及

ぼす気体吹き込み位置，気体吹き込み流量および脱硫剤粒度の影響を明らかにしているo

第 5 章では， 30種類の溶銑脱硫剤について，窒素ガス吹き込み取鍋底吹法を用いて実験的に検討し，

それら脱硫剤の脱硫効果および脱硫にともなう溶銑中の窒素やけい素の挙動を明らかにするとともに，

さらに本方式による低硫銑製造に適した脱硫剤を提案している。

第 6 章では，気体吹き込み式環流撹持法による溶銑の脱硫のための溶銑処理能力200 t 規模の実用装

置を作製し，同装置を用いて行った溶銑の環流撹祥および、脱硫の実験結果について述べ，溶銑の環流速

度と脱硫効果の関係を明らかにするとともに， この方法による溶銑の脱硫技術の設計基準を示しているo

第 7 章は総括で，本研究で得られた主要な成果をとりまとめるとともに，今後の課題と指針について
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述べているo

論文の審査結果の要旨

鋼中に含まれる硫黄はその材質に悪影響を与えるため，鋼の材質向上の立場から，製鋼フ。ロセスにお

ける硫黄の可及的低減が望まれている。

本論文は，製鋼とくに溶銑予備処理工程における効果的な脱硫法として，従来のランス上吹法および

取鍋底吹法の二つの特長をかねそなえた新しい気体吹き込み環流撹持式溶銑脱硫法を開発し，同法によ

る実用溶銑の脱硫の可能性を追求することを目的としてなされた研究をまとめたもので，その主要な成

果を要約すると次のとおりであるO

(1) ランス上吹法および取鍋底吹法による溶銑の脱硫に及ぼす撹持の効果について実験的に検討し，脱

硫時の撞持の有効性を実証するとともに溶銑の脱硫限界を明らかにしているO

(2) 30種類の溶銑脱硫剤について，窒素ガス吹き込み取鍋底吹法を用いて実験的に検討し，それら脱硫

剤の脱硫効果および脱硫にともなう溶銑中の窒素やけい素の挙動を明らかにするとともに，さらに本

方式による低硫銑製造に適した脱硫剤を見出だしている。

(3) 溶銑処理能力200 t 規模の実用装置を用いて，気体吹き込み式環流擾持法による溶銑の環流撹枠お

よび脱硫実験を行い，溶銑の環流速度と脱硫効果の関係を明らかにするとともに， この方法による溶

銑の脱硫技術の設計基準を示している o

以上のように本論文は，溶銑の脱硫法ならひ。に脱硫特性について多くの新しい知見を与えており，そ

の成果は学術・応用の両面において冶金工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論

文として価値あるものと認める。
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